
 また、本競技場で研鑽を　積んだ学生の中には、国内外の競技大会で活躍し、オ

リンピック出場や日本記録の樹立など、優れた成果を挙げた人材もいます。

この競技場は、学生の成長を支える教育環境であるとともに、地域との交流を育む

大切な場として、その役割を果たしてきました。


一方で、施設は長年の使用によりトラックや競技設備の老朽化が進み、安全性や

機能面での課題が顕在化しています。

トラック舗装の摩耗や設備の経年劣化は、利用者の安全確保や競技環境の維持に影

響を及ぼすだけでなく、公認競技場としての機能維持にも課題を抱えています。

また、この陸上競技場はキャンパスにおける災害時の避難場所として位置付けら

れており、学生や教職員の安全を支える重要な役割を担っています。

さらに今後は、地域との連携を一層深め、地域住民の避難場所や防災活動の拠点と

しても活用できる施設を目指しています。

そのためには、防災備蓄庫や給水設備、照明設備など、防災機能を計画的に充実さ

せることが重要です。

学⽣の挑戦を支え、地域とともに災害に備え、未来につながる学びと安心を育む。学⽣の挑戦を支え、地域とともに災害に備え、未来につながる学びと安心を育む。
そのような新たな価値を備えた運動施設の実現を⽬指しています。そのような新たな価値を備えた運動施設の実現を⽬指しています。

学生の挑戦を支え、地域とともに災害に備え、未来につながる学びと安心を育む。

そのような新たな価値を備えた運動施設の実現を目指しています。

★学生の学びと挑戦を支える教育環境の充実★地域に開かれた交流・スポーツ拠点の創出

★安全で質の高い競技環境の整備　　　　★防災対応型施設への機能強化

お問い合わせ先：国立大学法人 福島大学 基金事務局（総務課広報･渉外室内）　〒960-1296 福島県福島市金谷川１番地
TEL：024-503-4991 FAX：024-548-3180　E-mail：kikin@adb.fukushima-u.ac.jp
福島大学基金ホームページ：https://www.fukushima-u.ac.jp/donation
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生まれ変わる！
福島大学陸上競技場は、長年にわたり授業や課外
活動、地域スポーツ活動の場として、多くの学生や
地域の皆さまに利用されてきました。
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